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趣 旨：

今後人口減少社会を迎える中，全国の地方公共団体では，下水道施設の老朽化，技術職員の減少や使用料収入

の減少といった様々な課題を抱えており，従来通りの事業運営では持続的な事業の執行が困難になりつつある。

良好な事業運営を継続するためには，様々な取組が必要とされているが，その一つとして，下水道の広域化・共

同化が効率的な運営に有効であると考えられている。すでに，ドイツなどにおいても広域化・共同化などが行わ

れており，日本においても真剣に考える時期に来ている。下水道事業の広域化については，複数市町村等による

処理区の統合，下水汚泥の共同処理，維持管理業務の共同化，ICT 活用による集中管理などの効率的な運営に

資する取組が進められている。本パネルディスカッションではそれぞれの見地から専門家に話題提供いただき，

地球温暖化などの制約もある中で如何に効率的に下水道という社会インフラを維持し，活用していくかについて

議論を深めたい。
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